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職務質問における有形力の行使  













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































９６ 松山大学論集 第１７巻 第３号
職務質問をしようとして近寄つた途端，被告人は矢庭に右両巡査を足蹴にして暴行を加
え，両巡査に傷害を負わせ以て右両巡査の公務の執行を妨害したというのであつて，原判
決中には所論のように，人の自由を拘束した事実は認定されていない。巡査から挙動不審
者として職務質問を受け派出所まで任意同行を求められた者が突如逃走した場合に，巡査
が更に職務質問をしようとして追跡しただけでは，人の自由を拘束したものではなく，巡
査の職務行為として適法であること原判決の説示するとおりである。それ故，原判決は所
論のように警察官職務執行法二条三項を不法に拡張解釈したものではなく，また人の自由
を拘束した事実を判示したものではないので，所論違憲の主張は前提を欠き理由がない」
とし，第２点については，「原判示の事実が公務の執行と認められることは，第一点に説
示したとおりであるから，これと反する見解に基く所論は採用できない。なお，本件には
刑訴四一一条を適用すべき事由も認められない」として，上告を棄却した。
なお，本件には，原判決を破棄し，原審に差し戻すべきであるとする小林俊三判事の意
見が付されている。
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